
◎書　評

188

は
じ
め
に

　
近
年
、
日
本
に
お
け
る
内
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の

若
手
モ
ン
ゴ
ル
人
研
究
者
の
活
躍
が
目
覚
ま

し
〉
1
〈

い
。
ま
た
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
民
族
政

策
の
「
抑
圧
性
」
も
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て

き
〉
2
〈
た
。

　
著
者
で
あ
る
ボ
ヤ
ン
ト
は
、
二
〇
〇
一
年
に

来
日
し
た
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
出
身
の
若
手
モ

ン
ゴ
ル
人
研
究
者
だ
。
本
書
は
二
〇
一
四
年
三

月
に
桐
蔭
横
浜
大
学
大
学
院
か
ら
学
位
授
与
さ

れ
た
博
士
論
文
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
通
遼
市
ホ
ル
チ
ン
（
科
爾
沁
）
左
翼
後

旗
に
関
す
る
公
文
書
や
聞
き
取
り
を
多
用
し
て

お
り
、
そ
の
内
容
は
大
変
貴
重
な
も
の
だ
。
ホ

ル
チ
ン
左
翼
後
旗
は
、
か
つ
て
満
洲
国
統
治
を

経
験
し
、
こ
の
た
め
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後

の
政
治
運
動
で
は
、
日
本
や
満
洲
国
と
の
関
わ

り
を
持
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
や
モ
ン
ゴ
ル
民
族
主

義
者
が
悲
惨
な
扱
い
を
受
け
た
。
本
書
は
こ
の

点
を
詳
し
く
述
べ
た
研
究
で
あ
る
。
な
お
、
ホ

ル
チ
ン
左
翼
後
旗
の
「
旗
」（
ホ
シ
ョ
ー
）
と

は
、
中
国
の
一
般
的
な
行
政
単
位
の
「
県
」
に

相
当
す
る
。
ボ
ヤ
ン
ト
は
「
旗
」
が
「
現
地
の
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農
民
、
牧
民
に
最
も
近
い
行
政
機
関
」（
九
頁
）

と
捉
え
、
民
族
政
策
の
末
端
に
光
を
当
て
よ
う

と
試
み
て
い
る
。
こ
の
点
も
本
書
の
特
徴
だ
。

　
し
か
し
、
末
端
を
分
析
す
る
こ
と
が
、
中
国

現
代
史
、
内
モ
ン
ゴ
ル
現
代
史
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
そ
の
点
に
関
す
る

考
察
が
足
り
な
い
と
感
じ
る
。
ホ
ル
チ
ン
左
翼

後
旗
に
お
け
る
出
来
事
が
中
国
現
代
史
と
ど
の

よ
う
に
関
連
し
、
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か

を
詳
し
く
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
章
立
て
や
史

資
料
の
紹
介
が
時
系
列
に
並
べ
ら
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
ペ
ー
ジ
の
多
く
が
引
用
に
割
か
れ
て

し
ま
い
、
著
者
に
よ
る
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
不

十
分
だ
と
い
う
印
象
が
拭
え
な
い
。
ま
た
、

「
引
用
部
分
を
本
文
よ
り
二
字
下
げ
て
書
く
」

こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
文
と
引

用
と
の
区
別
も
わ
か
り
に
く
い
。
こ
の
よ
う
な

問
題
が
本
書
の
最
も
残
念
な
点
だ
。

　
そ
の
上
、「
法
学
と
政
治
学
の
立
場
か
ら
、

文
化
人
類
学
、
歴
史
学
、
民
族
学
、
民
俗
学
な

ど
の
理
論
的
知
識
に
基
づ
き
、
現
地
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
基
本
姿
勢
で
研
究
を
行
っ
た
」

（
一
二
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
ま
で

学
問
的
理
論
を
用
い
た
議
論
が
な
さ
れ
た
か
に

つ
い
て
も
疑
問
が
残
る
。

本
書
の
構
成

　
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
論

第
１
章
　
中
国
「
民
族
区
域
自
治
制
度
」
に

関
す
る
幾
つ
か
の
問
〉
3
〈
題

　
第
１
節
　
自
治
と
は
何
か

　
第
２
節
　
中
国
に
お
け
る
「
民
族
」
の
概

念
及
び
「
少
数
民
族
」
の
認
定

　
第
３
節
　
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
と
「
民

族
区
域
自
治
法
」

　
第
４
節
　「
民
族
区
域
自
治
制
度
」
と
「
民

族
区
域
自
治
法
」

第
２
章
　
ホ
ル
チ
ン
左
翼
後
旗
に
お
け
る
土

地
改
革

　
第
１
節
　
後
旗
の
地
理
的
背
景

　
第
２
節
　
中
国
共
産
党
と
国
民
党
勢
力
の

後
旗
へ
の
浸
透

　
第
３
節
　
後
旗
に
お
け
る
土
地
改
革

　
第
４
節
　「
反
革
命
鎮
圧
」と「
三
反
運
動
」

第
３
章
　
後
旗
に
お
け
る
社
会
主
義
改
造
と

民
族

　
第
１
節
　
農
牧
業
に
対
す
る「
互
助
組
」・

「
合
作
社
」
の
成
立

　
第
２
節
　「
互
助
組
」・「
合
作
社
」
が
生
み

出
し
た
問
題

　
第
３
節
　「
互
助
組
」・「
合
作
社
」
の
自
治

機
関
と
の
関
わ
り

　
第
４
節
　
公
文
書
か
ら
読
む
「
社
会
主
義

改
造
」
の
実
態

　
第
５
節
　「
社
会
主
義
改
造
」
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た
問
題

第
４
章
　
宗
教
へ
の
打
撃

　
第
１
節
　
後
旗
に
お
け
る
宗
教
の
歴
史
的

背
景

　
第
２
節
　
宗
教
会
議
の
問
題
点

　
第
３
節
　
宗
教
に
関
す
る
公
文
書
の
分
析

（
１
）

　
第
４
節
　
宗
教
に
関
す
る
公
文
書
の
分
析

（
２
）

　
第
５
節
　
チ
ョ
ル
ー
ト
公
社
に
お
け
る
宗

教
弾
圧

第
５
章
　「
反
右
派
闘
争
」
と
「
大
躍
進
」
が

も
た
ら
し
た
も
の

　
第
１
節
　
問
題
意
識
の
所
在
と
政
治
的
背

景
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第
２
節
　
後
旗
に
お
け
る「
反
右
派
闘
争
」

と
そ
の
影
響

　
第
３
節
　
後
旗
に
お
け
る「
大
躍
進
」運
動

の
実
態

　
第
４
節
　
自
治
制
度
と
「
反
右
派
闘
争
」、

「
大
躍
進
」

第
６
章
　
後
旗
「
民
族
分
裂
案
〉
4
〈
件
」

　
第
１
節
　
歴
史
的
背
景
と
政
治
的
背
景

　
第
２
節
　「
民
族
分
裂
案
件
」の
プ
ロ
セ
ス

　
第
３
節
　
公
文
書
で
の「
民
族
分
裂
案
件
」

　
第
４
節
　
案
件
か
ら
わ
か
る
こ
と

第
７
章
　
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
の
文
化
大

革
命

　
第
１
節
　
問
題
意
識
の
所
在
と
先
行
研
究

　
第
２
節
　
後
旗
に
お
け
る
文
化
大
革
命
の

プ
ロ
セ
ス

　
第
３
節
　「
文
化
大
革
命
」の
犠
牲
者
の
数

と
影
響

　
第
４
節
　
現
地
の
当
事
者
た
ち
が
語
る
証

言

結
語

謝
辞

参
考
文
献

索
引

本
書
の
内
容
と
問
題
点

　
序
論
で
は
、「
研
究
課
題
の
所
在
、
研
究
方

法
、
本
研
究
の
構
造
な
ど
」
が
記
さ
れ
て
い

る
。
本
書
で
は
中
国
政
府
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
人

統
治
を
「
法
的
、
歴
史
的
」
に
論
じ
よ
う
と
す

る
も
の
だ
と
言
う
。
そ
の
際
に
、
ホ
ル
チ
ン
左

翼
後
旗
に
着
目
す
る
理
由
を
、
モ
ン
ゴ
ル
人
が

集
住
し
て
い
る
こ
と
や
、
満
洲
国
統
治
を
経
験

し
て
い
る
た
め
「
文
化
大
革
命
」
な
ど
の
政
治

運
動
期
に
迫
害
さ
れ
た
人
々
が
多
い
か
ら
だ
と

す
る
。
周
知
の
通
り
、
少
数
民
族
地
域
に
お
い

て
政
治
的
問
題
を
孕
む
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
は
難

し
い
。
本
書
は
調
査
の
「
危
険
性
」
を
理
解
し

つ
つ
も
、
果
敢
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
る
。

　
第
１
章
の
「
中
国
「
民
族
区
域
自
治
制
度
」

に
関
す
る
幾
つ
か
の
問
題
」
で
は
、
中
国
で
用

い
ら
れ
て
い
る
民
族
、
自
治
な
ど
は
国
際
的
に

用
い
ら
れ
て
い
る
概
念
と
は
異
な
る
と
言
う
。

そ
し
て
、
中
国
の
特
殊
な
民
族
概
念
に
基
づ
い

た
、「
少
数
民
族
」
の
認
定
、
民
族
区
域
自
治

法
の
制
定
を
論
じ
て
い
く
中
で
、
そ
の
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
、
民
族
区
域
自
治
制

度
に
よ
っ
て
「
民
族
問
題
が
解
決
し
、
成
功
し

た
」
と
言
う
中
国
の
研
究
界
に
お
け
る
主
張
に

対
し
て
批
判
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
チ
ベ
ッ
〉
5
〈

ト
の
住
民
た
ち
が
「
自
治
の

実
態
が
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
と
い
う
聞
き
取

り
調
査
に
基
づ
い
た
指
摘
は
注
目
に
値
す
る
。

　
本
書
の
中
で
、
本
章
が
理
論
的
分
析
に
位
置

す
る
内
容
だ
。
だ
が
、
中
国
国
外
に
お
け
る
民

族
や
自
治
に
関
す
る
理
論
や
概
念
に
関
す
る
整

理
が
あ
ま
り
に
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
た
と
え
ば
、
高
崎
通
浩
『
世
界
の
民
族
地

図
』（
作
品
社
、
一
九
九
七
年
）
に
依
拠
し
な

が
ら
、
民
族
は
「
言
語
、
風
俗
な
ど
の
共
通
文

化
圏
を
形
成
し
て
お
り
、
文
化
的
な
統
合
に

よ
っ
て
成
立
し
た
集
団
」（
二
七
頁
）
だ
と
し

て
い
る
。
だ
が
、
一
般
的
に
「
民
族
」
に
関
す

る
理
論
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
は
、
ネ
イ
シ
ョ

ン
概
念
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
概
念
な
ど
を
用
い
て

議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
〉
6
〈

い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ

ら
の
概
念
に
基
づ
く
整
理
が
本
書
に
は
な
い
。

あ
る
い
は
、
オ
ラ
ー
ン
フ
ー
（
雲
澤
）
の
よ
う

に
、
漢
語
が
母
語
で
農
業
を
生
業
と
す
る
地
域

に
育
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い

る
。
あ
る
共
通
文
化
を
持
つ
集
団
と
い
う
民
族

の
定
義
で
は
彼
の
よ
う
な
存
在
を
ど
の
よ
う
に
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捉
え
る
の
か
に
つ
い
て
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

　
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
「
民
族
区
域
自
治
制

度
が
日
本
や
そ
の
他
の
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る

自
治
と
は
違
う
」（
四
六
頁
）
と
し
、
日
本
な

ど
の
自
治
制
度
を
理
想
的
に
見
て
い
る
。
だ

が
、
中
国
と
日
本
で
は
、
中
央
と
地
方
と
の
関

係
性
も
異
な
る
う
え
に
、
日
本
の
自
治
に
は
民

族
の
観
点
が
な
い
。
日
本
の
ア
イ
ヌ
政
策
を
見

れ
ば
、
少
数
派
民
族
の
「
自
治
」
問
題
に
対
す

る
消
極
性
は
明
ら
か
だ
。

　
第
２
章
の
「
ホ
ル
チ
ン
左
翼
後
旗
に
お
け
る

土
地
改
革
」
で
は
、
対
象
地
域
の
地
理
的
位
置

と
概
況
、
そ
し
て
満
洲
国
の
統
治
を
経
て
東
モ

ン
ゴ
ル
自
治
政
府
に
参
加
す
る
が
、
一
九
四
七

年
一
〇
月
か
ら
始
ま
る
ホ
ル
チ
ン
左
翼
後
旗
に

お
け
る
土
地
改
革
の
中
で
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ

る
自
治
政
府
の
幹
部
ら
も
中
国
共
産
党
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
下
に
な
っ
て
い
く
様
が
公
文
書
を
用

い
な
が
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
第
２
章
に
お
け
る
最
大
の
疑
問
は
、
中
華
人

民
共
和
国
が
成
立
す
る
一
九
四
九
年
ま
で
の
間

に
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
中
で
も
中
国
共
産
党
員
が

増
え
て
い
く
理
由
が
い
っ
た
い
何
な
の
か
で
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
日
本
軍
の
撤
退
後
に
成
立
し

た
東
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
と
い
う
軍
事
力
も
持

つ
自
治
政
府
を
有
し
な
が
ら
、
な
ぜ
内
モ
ン
ゴ

ル
東
部
の
モ
ン
ゴ
ル
人
指
導
者
た
ち
は
中
国
共

産
党
員
に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
の
指
摘
が
見
当

た
ら
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
東
モ
ン
ゴ
ル
自

治
政
府
の
首
脳
陣
と
ホ
ル
チ
ン
左
翼
後
旗
の
有

力
者
た
ち
は
必
ず
し
も
一
蓮
托
生
だ
っ
た
わ
け

で
も
な
い
だ
ろ
う
。
ホ
ル
チ
ン
左
翼
後
旗
の
有

力
者
た
ち
が
置
か
れ
た
特
殊
性
も
、
民
族
問
題

の
末
端
に
光
を
当
て
る
意
義
の
一
つ
で
あ
る
は

ず
だ
が
、
こ
う
し
た
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と

は
言
い
難
い
。

　
第
３
章
の
「
後
旗
に
お
け
る
社
会
主
義
改

造
と
民
族
」
で
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け

る
「
社
会
主
義
改
造
」
が
モ
ン
ゴ
ル
人
社
会
に

ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す
の
か
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。
未
だ
中
国
共
産
党
の
影
響
力
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
時
期
に
行
な
わ
れ
た

「
互
助
組
」「
合
作
社
」
制
度
の
導
入
は
、
モ
ン

ゴ
ル
人
を
抑
圧
し
無
理
や
り
支
配
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
上
、
政
策
に
基
づ
き
大
勢
の
漢

人
が
移
住
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
中
に
は

「
犯
罪
人
」
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
抑
圧
と
漢

人
移
住
の
結
果
、「
人
々
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
独
立
性
は
失
わ
れ
」

（
一
三
〇
頁
）、「
共
産
主
義
戦
士
」
に
な
っ
て

い
く
。
こ
の
変
化
こ
そ
が
、
中
国
の
自
治
制
度

の
目
的
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
な
る
ほ
ど
、
一
部
の
モ
ン
ゴ
ル
人
へ
の
「
弾

圧
」
に
よ
っ
て
、
建
国
初
期
に
中
国
共
産
党
側

が
自
分
た
ち
の
支
配
体
制
の
確
立
、
影
響
力
の

強
化
を
狙
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
だ

が
、
こ
う
し
た
上
か
ら
の
圧
力
は
強
い
反
作
用

を
生
む
こ
と
も
多
い
。
事
実
、
同
時
期
に
チ

ベ
ッ
ト
で
中
国
支
配
に
対
す
る
「
蜂
起
」
が
発

生
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
一
九
五
九
年
の
チ

ベ
ッ
ト
蜂
起
」
だ
。
モ
ン
ゴ
ル
人
は
こ
う
し
た

反
発
も
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
に
な
っ
て
い
っ
た

の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

　
第
４
章
の
「
宗
教
へ
の
打
撃
」
で
は
、
一
九

五
〇
〜
六
〇
年
代
に
宗
教
関
係
者
に
対
し
て
行

な
わ
れ
た
「
弾
圧
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
中
国

共
産
党
は
「
民
族
に
お
い
て
の
宗
教
の
自
由
」

と
「
各
民
族
の
平
等
」
を
訴
え
る
が
、
ホ
ル
チ

ン
左
翼
後
旗
に
お
け
る
宗
教
の
歴
史
は
、
た
だ

「
宗
教
を
否
定
す
る
、
破
壊
す
る
こ
と
」（
二
〇

四
頁
）
で
し
か
な
か
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
弾
圧
」
と
と
も
に
、
宣
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伝
や
教
育
に
よ
っ
て
、「
後
旗
の
モ
ン
ゴ
ル
人

社
会
で
、
大
勢
の
人
々
が
無
神
論
に
な
り
」「
共

産
主
義
・
社
会
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
変
化

し
た
」（
二
〇
六
頁
）
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　
だ
が
、
抑
圧
や
宣
伝
活
動
が
人
々
の
信
仰
や

価
値
観
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
。
も
っ
と
も
、
弾
圧
や
破
壊
行
為
に
よ
っ

て
中
国
共
産
党
に
逆
ら
え
な
い
状
況
が
創
ら
れ

て
い
っ
た
こ
と
や
、
教
育
に
よ
る
新
世
代
の
価

値
観
の
変
容
は
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
。
し
か

し
、
上
か
ら
の
圧
力
に
対
す
る
反
作
用
と
し

て
、
信
仰
心
や
モ
ン
ゴ
ル
的
価
値
観
を
強
め
る

こ
と
も
あ
り
得
た
は
ず
だ
。

　
な
お
、
こ
の
章
以
降
、
各
章
に
お
け
る
引
用

が
過
度
に
増
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
必
要
な
引
用

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
も
う
少
し
ど
の
点
が
ポ
イ

ン
ト
な
の
か
整
理
を
求
め
た
い
。

　
第
５
章
の
「「
反
右
派
闘
争
」
と
「
大
躍
進
」

が
も
た
ら
し
た
も
の
」
で
は
、
大
き
な
二
つ
の

政
治
運
動
が
、
ホ
ル
チ
ン
左
翼
後
旗
の
モ
ン
ゴ

ル
人
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
、
何
が
あ
っ

た
の
か
、
そ
の
実
態
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
党
員
や
幹
部
、
教
師
た

ち
が
持
つ
「
モ
ン
ゴ
ル
人
の
民
族
精
神
」
が
攻

撃
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
攻
撃
を
嫌
い

自
殺
し
た
者
の
記
録
や
拷
問
方
法
な
ど
が
生
々

し
く
描
か
れ
て
お
り
、
恐
怖
が
党
委
員
会
の
指

導
性
を
社
会
の
隅
々
ま
で
拡
げ
て
い
っ
た
様
子

が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
「
モ
ン
ゴ
ル
人
と
し
て

の
精
神
的
な
あ
る
べ
き
意
識
が
失
わ
れ
、
人
間

と
し
て
あ
る
べ
き
尊
厳
が
失
わ
れ
、
宗
教
の

自
由
と
言
論
の
自
由
も
失
わ
れ
た
」（
二
四
五

頁
）
と
主
張
す
る
。

　
著
者
は
、「「
反
右
派
闘
争
」
と
「
大
躍
進
」

運
動
は
、
国
家
が
犯
し
た
罪
で
あ
る
」（
二
六

七
頁
）
と
言
い
、
公
民
を
迫
害
す
る
中
国
の

行
な
い
は
、「
国
民
国
家
に
お
け
る
国
民
の
権

利
、
人
権
、
法
律
な
ど
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、

信
じ
難
い
」（
二
二
六
頁
）
と
言
う
。
し
か

し
、
国
民
国
家
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
側
に
対
し
て

国
民
社
会
に
お
け
る
同
等
な
資
格
の
付
与
を
目

的
に
同
化
を
要
求
す
る
こ
と
が
あ
〉
7
〈

る
。
そ
う
し

た
場
合
、
国
民
国
家
は
む
し
ろ
「
国
家
が
犯
し

た
罪
」
を
正
当
化
す
る
も
の
に
も
な
り
得
る
。

第
１
章
と
同
じ
く
理
論
的
概
念
の
定
義
に
関
す

る
慎
重
さ
を
求
め
た
い
。

　
第
６
章
の
「
後
旗
「
民
族
分
裂
案
件
」」
で

は
、
著
者
の
中
学
校
の
恩
師
で
あ
る
ラ
ン

ト
ゥ
ー
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
彼
ら
が
一

九
六
四
年
か
ら
批
判
さ
れ
た
「
民
族
分
裂
案

件
」
に
関
す
る
公
文
書
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ

の
事
件
は
、
党
員
ら
が
昇
格
の
た
め
の
「
道

具
」
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
十
代
の

若
者
た
ち
が
恐
ろ
し
い
批
判
、
弾
圧
の
対
象
に

な
っ
た
。
著
者
は
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
す
る
数
々

の
暴
力
行
為
は
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
反
対
派

へ
の
粛
清
だ
け
で
な
く
「
モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
し

て
精
神
的
な
粛
清
と
肉
体
的
な
苦
痛
を
与
え
る

こ
と
」（
三
〇
六
頁
）
が
目
的
だ
っ
た
と
捉
え

て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ラ
ン
ト
ゥ
ー
氏
は
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
中
で
「
モ
ン
ゴ
ル
人
の
悲
惨
な
状
況

を
見
て
、
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
強
め

た
」（
三
〇
一
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

内
容
は
、
第
３
章
、第
４
章
に
て
著
者
が
主
張

し
て
い
た
モ
ン
ゴ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
独
自
性
が
共
産
党
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
と
い

う
見
解
と
齟
齬
が
生
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
民
族

問
題
に
お
い
て
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は

重
要
な
観
点
だ
が
、
こ
う
し
た
議
論
に
つ
い
て

も
よ
り
丁
寧
な
考
察
が
求
め
ら
れ
る
。

　
第
７
章
の
「
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
の
文
化
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大
革
命
」
で
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
文
化

大
革
命
の
特
徴
や
先
行
研
究
の
紹
介
が
な
さ
れ

た
う
え
で
、
ホ
ル
チ
ン
左
翼
後
旗
で
の
文
化
大

革
命
の
始
ま
り
と
そ
の
後
の
展
開
、
そ
れ
に
続

い
て
「
犠
牲
者
た
ち
の
証
言
」
が
集
め
ら
れ
て

い
る
。

　
章
後
半
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
「
犠
牲
者
た

ち
の
証
言
」
は
民
族
政
策
の
末
端
の
「
語
り
」

と
し
て
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
だ
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ら
の
証
言
が
持
つ
意
味
や
解
釈
が

十
分
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
証
言
の
引
用

で
本
章
が
終
わ
っ
て
い
る
。

　
結
語
で
は
、
本
書
全
体
の
要
約
的
な
内
容
と

共
に
、
著
者
に
よ
る
日
本
社
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
か
つ
て
の
日
本
の
協

力
者
で
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
人
た
ち
は
疎
外
さ

れ
、
人
々
の
意
識
や
記
憶
か
ら
も
遠
ざ
か
ろ
う

と
し
て
い
る
」（
三
八
九
頁
）
と
い
う
声
は
、

内
モ
ン
ゴ
ル
現
代
史
に
お
い
て
日
本
も
当
事
者

で
あ
っ
た
こ
と
を
訴
え
か
け
て
い
る
。
し
か

し
、「
七
〇
年
前
に
、
日
本
は
大
東
亜
の
精
神

を
持
ち
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
民
族
の
独

立
・
自
決
や
民
主
・
自
由
を
考
え
た
」（
三
八

九
頁
）
と
い
う
記
述
に
は
危
う
さ
を
感
じ
る
。

当
時
の
日
本
の
行
動
に
つ
い
て
も
数
多
く
の
研

究
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
、
そ

し
て
そ
の
行
動
が
モ
ン
ゴ
ル
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
冷
静
な

議
論
が
必
要
だ
。

結
び
に

　
本
書
の
内
容
や
主
張
に
つ
い
て
批
判
的
に
紹

介
し
た
。
た
だ
し
、
入
手
が
難
し
い
民
族
自
治

の
末
端
の
「
声
」
を
拾
い
上
げ
た
本
書
最
大
の

価
値
は
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
著
者
の
見
解
自
体
も
民
族
問
題
の
「
当
事

者
の
声
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ

ま
り
、
著
者
が
集
め
た
史
資
料
や
多
く
の
「
語

り
」、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
集
め
た
著
者
自
身
の

想
い
を
い
か
に
活
か
し
分
析
し
て
い
く
の
か

が
、
本
書
評
の
筆
者
を
含
め
た
中
国
民
族
問
題

研
究
者
に
と
っ
て
の
今
後
の
課
題
と
な
る
だ
ろ

う
。注

〈
1
〉 

単
著
だ
け
を
例
と
し
て
挙
げ
る
と
、
リ
ン

チ
ン
『
現
代
中
国
の
民
族
政
策
と
民
族
問
題

│
│
辺
境
と
し
て
の
内
モ
ン
ゴ
ル
』
集
広
舎
、

二
〇
一
五
年
。
ガ
ン
バ
ガ
ナ
『
日
本
の
対
内
モ

ン
ゴ
ル
政
策
の
研
究
│
│
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
運

動
と
日
本
外
交 1933 ‒1945

年
』
青
山
社
、

二
〇
一
六
年
な
ど
が
あ
る
。

〈
2
〉 

代
表
的
な
研
究
と
し
て
楊
海
英
『
墓
標
な

き
草
原
│
│
内
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
文
化
大
革

命
・
虐
殺
の
記
録
』
上
・
下
、
岩
波
書
店
、
二

〇
一
一
年
な
ど
が
あ
る
。

〈
3
〉 

初
出
、
ボ
ヤ
ン
ト
「
中
国
に
お
け
る
民
族

区
域
自
治
制
度
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
」

『
桐
蔭
論
叢
』
二
七
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
。

〈
4
〉 

初
出
、
ボ
ヤ
ン
ト
「
内
モ
ン
ゴ
ル
東
部
地

域
に
お
け
る
「
民
族
分
裂
案
件
」
の
実
態
│
│

ホ
ル
チ
ン
左
翼
後
旗
を
中
心
と
し
て
」『
桐
蔭

論
叢
』
三
一
号
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
。

〈
5
〉 

た
だ
し
、
な
ぜ
内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
な
く
チ

ベ
ッ
ト
に
て
「
自
治
」
に
関
す
る
聞
き
取
り
な

の
か
に
つ
い
て
の
説
明
は
な
い
。

〈
6
〉 

ネ
イ
シ
ョ
ン
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
関
す
る

議
論
は
、
李
光
一
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
現
代
社

会
」『
思
想
』
七
五
〇
号
、
一
九
八
五
年
四
月

や
塩
川
伸
明
『
民
族
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
』
岩
波
新

書
、
二
〇
〇
八
年
な
ど
が
詳
し
い
。

〈
7
〉 

佐
藤
成
基
「
国
民
国
家
と
は
何
か
」『
茨

城
大
學
政
経
學
會
雑
誌
』
七
四
号
、
二
〇
〇
四

年
三
月
、
三
八
頁
ほ
か
。


